
(57)【要約】

　医療用器具（２０）は、末端部（２４）及び基部（２

６）を備えた管状部材（２２）と、管状部材の基部に取

り付けられるハンドル（３２）と、ピボット及びピボッ

トに支持されるエンドエフェクタアセンブリ（３４）を

含む末端アセンブリとを有する。エンドエフェクタアセ

ンブリは、一対のエンドエフェクタ（４６）を有する。

医療用器具はまた、一対のエンドエフェクタの各々に対

応する細長い部材（４２）を有する。細長い部材の各々

は、管状部材を通って延び、ハンドルに取り付けられる

基部と、エンドエフェクタアセンブリに取り付けられる

末端部とを備える。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 末 端 部 及 び 基 部 を 備 え た 管 状 部 材 と 、
　 前 記 管 状 部 材 の 前 記 基 部 に 取 り 付 け ら れ る ハ ン ド ル と 、
　 ピ ボ ッ ト に 支 持 さ れ る 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ と 、
　 前 記 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 各 々 に 対 応 す る リ ン ク と 、
　 前 記 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 各 々 に 対 応 し 、 前 記 管 状 部 材 を 通 っ て 延 び 、 前 記 ハ ン ド
ル に 取 り 付 け ら れ る 基 部 を 備 え る 細 長 い 部 材 と 、 を 有 す る 医 療 用 器 具 で あ っ て 、
　 各 リ ン ク の 末 端 部 は 対 応 す る エ ン ド エ フ ェ ク タ に 接 続 さ れ 、 各 リ ン ク の 基 部 は 対 応 す る
細 長 い 部 材 の 末 端 部 に 接 続 さ れ る 、 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 細 長 い 部 材 の 各 々 は 可 撓 性 の ワ イ ヤ を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 細 長 い 部 材 の 各 々 は 、 対 応 す る 可 撓 性 の ワ イ ヤ の 末 端 部 に 接 続 さ れ る 基 部 と 、 対 応
す る リ ン ク に 接 続 さ れ る 末 端 部 と を 備 え た ア ク チ ュ エ ー タ を 有 す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 医
療 用 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 各 ア ク チ ュ エ ー タ は 対 応 す る 可 撓 性 の ワ イ ヤ よ り も 剛 性 が 高 い 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 医 療
用 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 各 ア ク チ ュ エ ー タ は 半 円 形 、 円 形 、 矩 形 及 び 正 方 形 の う ち か ら 選 定 さ れ た 断 面 形 状 を 有
す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 細 長 い 部 材 の 基 部 方 向 へ の 変 位 に よ っ て 対 応 す る エ ン ド エ フ ェ ク タ が 閉 じ 、 前 記 細
長 い 部 材 の 末 端 部 方 向 へ の 変 位 に よ っ て 対 応 す る エ ン ド エ フ ェ ク タ が 開 く 、 請 求 項 １ に 記
載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 細 長 い 部 材 の 各 々 は 他 の 細 長 い 部 材 と は 独 立 に 動 く よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載
の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 管 状 部 材 の 末 端 部 に 取 り 付 け ら れ た ク レ ビ ス を さ ら に 有 し 、 該 ク レ ビ ス は 前 記 エ ン
ド エ フ ェ ク タ を 支 持 す る ピ ボ ッ ト ピ ン を 支 持 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ク レ ビ ス は 中 心 軸 を 有 し 、 細 長 い 部 材 の 各 々 は 前 記 中 心 軸 に 略 平 行 に 延 び る 、 請 求
項 ８ に 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 管 状 部 材 の 末 端 部 に 取 り 付 け ら れ た ク レ ビ ス を さ ら に 有 し 、 該 ク レ ビ ス は 中 心 軸 及
び 一 対 の 止 め 部 を 有 し 、 各 止 め 部 は 対 応 す る エ ン ド エ フ ェ ク タ が 前 記 中 心 軸 を 越 え て 回 転
す る こ と を 防 止 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 管 状 部 材 の 末 端 部 に 取 り 付 け ら れ た ク レ ビ ス を さ ら に 有 し 、 該 ク レ ビ ス は 前 記 細 長
い 部 材 を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ た 貫 通 孔 を 備 え た 本 体 を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療
用 器 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 貫 通 孔 は 、 各 々 が 前 記 細 長 い 部 材 の １ つ を 受 容 す る ２ つ の 貫 通 孔 を 含 む 、 請 求 項 １
１ に 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 各 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 鉗 子 爪 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 鉗 子 爪 の 一 方 は 平 坦 な 末 端 部 を 有 し 、 前 記 鉗 子 爪 の 他 方 は カ ッ プ 形 状 の 末 端 部 を 有
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す る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 鉗 子 爪 の 少 な く と も １ つ は 刃 を 備 え る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 各 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 第 １ の 止 め 面 及 び 第 ２ の 止 め 面 を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療
用 器 具 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 一 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 第 １ の 止 め 面 が 他 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 第 ２ の 止 め 面 に 当
接 す る こ と に よ り 、 両 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 最 大 に 開 く こ と が で き る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の
医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 細 長 い 部 材 の 各 々 は 他 の 細 長 い 部 材 と 独 立 し て 動 く よ う に 構 成 さ れ 、 そ れ に よ り 前 記 エ
ン ド エ フ ェ ク タ は 、 最 大 に 開 い た と き に 前 記 ピ ボ ッ ト の 回 り を 回 転 す る 、 請 求 項 １ ７ に 記
載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 一 方 の 細 長 い 部 材 の 少 な く と も 末 端 部 は 基 部 方 向 に 第 １ の 距 離 だ け 変 位 可 能 で あ り 、 他
方 の 細 長 い 部 材 の 少 な く と も 末 端 部 は 末 端 部 方 向 に 第 ２ の 距 離 だ け 変 位 可 能 で あ り 、 そ れ
に よ り 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 前 記 ピ ボ ッ ト の 回 り を 回 転 す る こ と が で き る 、 請 求 項 １ に
記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 １ の 距 離 は 前 記 第 ２ の 距 離 と は 異 な る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 末 端 部 及 び 基 部 を 備 え た 管 状 部 材 と 、
　 前 記 管 状 部 材 の 前 記 基 部 に 取 り 付 け ら れ る ハ ン ド ル と 、
　 ピ ボ ッ ト 及 び 該 ピ ボ ッ ト に 支 持 さ れ る エ ン ド エ フ ェ ク タ ア セ ン ブ リ を 含 む 末 端 ア セ ン ブ
リ で あ っ て 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ ア セ ン ブ リ は 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ を 有 し 、 前 記 末
端 ア セ ン ブ リ は 中 心 軸 及 び 一 対 の 止 め 部 を 有 し 、 各 止 め 部 は 対 応 す る エ ン ド エ フ ェ ク タ が
前 記 中 心 軸 を 越 え て 回 転 す る こ と を 防 止 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 末 端 ア セ ン ブ リ と 、
　 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 各 々 に 対 応 す る 細 長 い 部 材 で あ っ て 、 該 細 長 い 部 材 の 各 々 は
、 前 記 管 状 部 材 を 通 っ て 延 び 、 前 記 ハ ン ド ル に 取 り 付 け ら れ る 基 部 と 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ
ク タ ア セ ン ブ リ に 取 り 付 け ら れ る 末 端 部 と を 備 え 、 そ れ に よ り 一 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ を
前 記 中 心 軸 に 対 し て 第 １ の 角 度 に 位 置 決 め し 、 他 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ を 前 記 中 心 軸 に 対
し て 前 記 第 １ の 角 度 と は 異 な る 第 ２ の 角 度 に 位 置 決 め す る こ と が で き る 、 細 長 い 部 材 と 、
を 有 す る 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 細 長 い 部 材 の 各 々 は 可 撓 性 の ワ イ ヤ を 有 す る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 細 長 い 部 材 の 各 々 は 、 対 応 す る 可 撓 性 の ワ イ ヤ の 末 端 部 に 接 続 さ れ る 基 部 と 、 対 応
す る リ ン ク に 接 続 さ れ る 末 端 部 と を 備 え た ア ク チ ュ エ ー タ を 有 す る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の
医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 各 ア ク チ ュ エ ー タ は 対 応 す る 可 撓 性 の ワ イ ヤ よ り も 剛 性 が 高 い 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 医
療 用 器 具 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 各 ア ク チ ュ エ ー タ は 半 円 形 、 円 形 、 矩 形 及 び 正 方 形 の う ち か ら 選 定 さ れ た 断 面 形 状 を 有
す る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 細 長 い 部 材 の 基 部 方 向 へ の 変 位 に よ っ て 対 応 す る エ ン ド エ フ ェ ク タ が 閉 じ 、 前 記 細
長 い 部 材 の 末 端 部 方 向 へ の 変 位 に よ っ て 対 応 す る エ ン ド エ フ ェ ク タ が 開 く 、 請 求 項 ２ １ に
記 載 の 医 療 用 器 具 。
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【 請 求 項 ２ ７ 】
　 細 長 い 部 材 の 各 々 は 他 の 細 長 い 部 材 と は 独 立 に 動 く よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ２ １ に 記
載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 末 端 ア セ ン ブ リ は 、 前 記 管 状 部 材 の 末 端 部 に 取 り 付 け ら れ た ク レ ビ ス を さ ら に 有 し
、 該 ク レ ビ ス は 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 支 持 す る ピ ボ ッ ト ピ ン を 支 持 す る 、 請 求 項 ２ １ に
記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 細 長 い 部 材 の 各 々 は 前 記 中 心 軸 に 略 平 行 に 延 び る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 末 端 ア セ ン ブ リ は 、 前 記 管 状 部 材 の 末 端 部 に 取 り 付 け ら れ た ク レ ビ ス を さ ら に 有 し
、 該 ク レ ビ ス は 、 前 記 細 長 い 部 材 を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ た 貫 通 孔 を 備 え た 本 体 を 有 す
る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 貫 通 孔 は 、 各 々 が 前 記 細 長 い 部 材 の １ つ を 受 容 す る ２ つ の 貫 通 孔 を 含 む 、 請 求 項 ３
０ に 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 各 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 鉗 子 爪 で あ る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 鉗 子 爪 の 一 方 は 平 坦 な 末 端 部 を 有 し 、 前 記 鉗 子 爪 の 他 方 は カ ッ プ 形 状 の 末 端 部 を 有
す る 、 請 求 項 ３ ２ に 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 鉗 子 爪 の 少 な く と も １ つ は 刃 を 備 え る 、 請 求 項 ３ ２ に 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 各 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 第 １ の 止 め 面 及 び 第 ２ の 止 め 面 を 有 す る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 医
療 用 器 具 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 一 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 第 １ の 止 め 面 が 他 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 第 ２ の 止 め 面 に 当
接 す る こ と に よ り 、 両 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 最 大 に 開 く こ と が で き る 、 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の
医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 細 長 い 部 材 の 各 々 は 他 の 細 長 い 部 材 と 独 立 し て 動 く よ う に 構 成 さ れ 、 そ れ に よ り 前 記 エ
ン ド エ フ ェ ク タ は 、 最 大 に 開 い た と き に 前 記 ピ ボ ッ ト の 回 り を 回 転 す る 、 請 求 項 ３ ６ に 記
載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 一 方 の 細 長 い 部 材 の 少 な く と も 末 端 部 は 基 部 方 向 に 第 １ の 距 離 だ け 変 位 可 能 で あ り 、 他
方 の 細 長 い 部 材 の 少 な く と も 末 端 部 は 末 端 部 方 向 に 第 ２ の 距 離 だ け 変 位 可 能 で あ り 、 そ れ
に よ り 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 前 記 ピ ボ ッ ト の 回 り を 回 転 す る こ と が で き る 、 請 求 項 ２ １
に 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 第 １ の 距 離 は 前 記 第 ２ の 距 離 と は 異 な り 、 そ れ に よ り 対 応 す る エ ン ド エ フ ェ ク タ は
前 記 ピ ボ ッ ト の 回 り を 互 い に 異 な る 角 度 だ け 回 転 可 能 で あ る 、 請 求 項 ３ ８ に 記 載 の 医 療 用
器 具 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 末 端 部 及 び 基 部 を 備 え た 管 状 部 材 と 、 前 記 管 状 部 材 の 前 記 基 部 に 取 り 付 け ら れ る ハ ン ド
ル と 、 ピ ボ ッ ト に 支 持 さ れ る 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ と 、 前 記 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の
各 々 に 対 応 す る リ ン ク と 、 前 記 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 各 々 に 対 応 し 、 前 記 管 状 部 材 を
通 っ て 延 び 、 前 記 ハ ン ド ル に 取 り 付 け ら れ る 基 部 を 備 え る 細 長 い 部 材 と 、 を 有 す る 医 療 用
器 具 で あ っ て 、 各 リ ン ク の 末 端 部 は 対 応 す る エ ン ド エ フ ェ ク タ に 接 続 さ れ 、 各 リ ン ク の 基
部 は 対 応 す る 細 長 い 部 材 の 末 端 部 に 接 続 さ れ る 、 医 療 用 器 具 を 用 意 す る こ と と 、

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-502654 A 2007.2.15



　 前 記 管 状 部 材 の 末 端 部 及 び 前 記 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ を 患 者 内 の 目 標 部 位 ま で 挿 入 す
る こ と と 、
　 前 記 細 長 い 部 材 を 動 か し て 前 記 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ 開 く よ う に 前 記 ハ ン ド ル を 操 作
す る こ と と 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 目 標 部 位 に 向 け て 位 置 決 め す る こ と と 、
　 前 記 細 長 い 部 材 を 動 か し て 目 標 部 位 上 で 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 閉 じ 、 処 置 を 行 う よ う
に 前 記 ハ ン ド ル を 操 作 す る こ と と を 含 む 、
医 療 処 置 を 行 う た め の 方 法 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 目 標 部 位 に 向 け て 位 置 決 め す る こ と は 、 目 標 部 位 の 基 部 寄 り に
配 置 さ れ た 一 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ を 組 織 壁 に 当 接 さ せ る こ と と 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ
が 目 標 部 位 に 向 け て 回 転 す る よ う に 前 記 管 状 部 材 を 変 位 さ せ る こ と と を 含 む 、 請 求 項 ４ ０
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 目 標 部 位 に 向 け て 位 置 決 め す る こ と は 、 目 標 部 位 の 末 端 部 寄 り
に 配 置 さ れ た 一 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ を 組 織 壁 に 当 接 さ せ る こ と と 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク
タ が 目 標 部 位 に 向 け て 回 転 す る よ う に 前 記 管 状 部 材 を 変 位 さ せ る こ と と を 含 む 、 請 求 項 ４
０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 鉗 子 爪 で あ る 、 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 医 療 処 置 は 生 検 を 取 得 す る こ と で あ る 、 請 求 項 ４ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 末 端 部 及 び 基 部 を 備 え た 管 状 部 材 と 、 前 記 管 状 部 材 の 前 記 基 部 に 取 り 付 け ら れ る ハ ン ド
ル と 、 ピ ボ ッ ト 及 び 該 ピ ボ ッ ト に 支 持 さ れ る エ ン ド エ フ ェ ク タ ア セ ン ブ リ を 含 む 末 端 ア セ
ン ブ リ で あ っ て 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ ア セ ン ブ リ は 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ を 有 し 、 前
記 末 端 ア セ ン ブ リ は 中 心 軸 及 び 一 対 の 止 め 部 を 有 し 、 各 止 め 部 は 対 応 す る エ ン ド エ フ ェ ク
タ が 前 記 中 心 軸 を 越 え て 回 転 す る こ と を 防 止 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 末 端 ア セ ン ブ リ と 、
一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 各 々 に 対 応 す る 細 長 い 部 材 で あ っ て 、 該 細 長 い 部 材 の 各 々 は 、
前 記 管 状 部 材 を 通 っ て 延 び 、 前 記 ハ ン ド ル に 取 り 付 け ら れ る 基 部 と 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク
タ ア セ ン ブ リ に 取 り 付 け ら れ る 末 端 部 と を 備 え 、 そ れ に よ り 一 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ を 前
記 中 心 軸 に 対 し て 第 １ の 角 度 に 位 置 決 め し 、 他 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ を 前 記 中 心 軸 に 対 し
て 前 記 第 １ の 角 度 と は 異 な る 第 ２ の 角 度 に 位 置 決 め す る こ と が で き る 、 細 長 い 部 材 と 、 を
有 す る 医 療 用 器 具 を 用 意 す る こ と と 、
　 前 記 管 状 部 材 の 末 端 部 及 び 前 記 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ を 患 者 内 の 目 標 部 位 ま で 挿 入 す
る こ と と 、
　 前 記 細 長 い 部 材 を 動 か し て 前 記 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ 開 く よ う に 前 記 ハ ン ド ル を 操 作
す る こ と と 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 目 標 部 位 に 向 け て 位 置 決 め す る こ と と 、
　 前 記 細 長 い 部 材 を 動 か し て 目 標 部 位 上 で 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 閉 じ 、 処 置 を 行 う よ う
に 前 記 ハ ン ド ル を 操 作 す る こ と と を 含 む 、
医 療 処 置 を 行 う た め の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 目 標 部 位 に 向 け て 位 置 決 め す る こ と は 、 目 標 部 位 の 基 部 寄 り に
配 置 さ れ た 一 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ を 組 織 壁 に 当 接 さ せ る こ と と 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ
が 目 標 部 位 に 向 け て 回 転 す る よ う に 前 記 管 状 部 材 を 変 位 さ せ る こ と と を 含 む 、 請 求 項 ４ ５
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 前 記 管 状 部 材 を 変 位 さ せ る こ と に よ り 、 他 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ が 前 記 末 端 ア セ ン ブ リ
の 前 記 一 対 の 止 め 部 の １ つ に 当 接 し 、 前 記 他 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ が 前 記 中 心 軸 を 越 え て
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回 転 す る こ と が 防 止 さ れ る 、 請 求 項 ４ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 各 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 第 １ の 止 め 面 及 び 第 ２ の 止 め 面 を 有 し 、 前 記 管 状 部 材 を 変 位 さ せ
る こ と に よ っ て 、 一 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 第 １ の 止 め 面 が 他 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 第
２ の 止 め 面 に 当 接 し 、 そ れ に よ り 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ が 最 大 に 開 く こ と が で き る 、 請 求
項 ４ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 目 標 部 位 に 向 け て 位 置 決 め す る こ と は 、 目 標 部 位 の 末 端 部 寄 り
に 配 置 さ れ た 一 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ を 組 織 壁 に 当 接 さ せ る こ と と 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク
タ が 目 標 部 位 に 向 け て 回 転 す る よ う に 前 記 管 状 部 材 を 変 位 さ せ る こ と と を 含 む 、 請 求 項 ４
５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 前 記 管 状 部 材 を 変 位 さ せ る こ と に よ り 、 他 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ が 前 記 末 端 ア セ ン ブ リ
の 前 記 一 対 の 止 め 部 の １ つ に 当 接 し 、 前 記 他 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ が 前 記 中 心 軸 を 越 え て
回 転 す る こ と が 防 止 さ れ る 、 請 求 項 ４ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 各 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 第 １ の 止 め 面 及 び 第 ２ の 止 め 面 を 有 し 、 前 記 管 状 部 材 を 変 位 さ せ
る こ と に よ っ て 、 一 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 第 １ の 止 め 面 が 他 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 第
２ の 止 め 面 に 当 接 し 、 そ れ に よ り 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ が 最 大 に 開 く こ と が で き る 、 請 求
項 ４ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 鉗 子 爪 で あ る 、 請 求 項 ４ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 前 記 医 療 処 置 は 生 検 を 取 得 す る こ と で あ る 、 請 求 項 ５ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 末 端 部 及 び 基 部 を 備 え た 管 状 部 材 と 、
　 前 記 管 状 部 材 の 前 記 基 部 に 取 り 付 け ら れ る ハ ン ド ル と 、
　 前 記 管 状 部 材 の 末 端 部 に 取 り 付 け ら れ た ク レ ビ ス で あ っ て 、 該 ク レ ビ ス の 中 心 線 か ら そ
れ ぞ れ オ フ セ ッ ト し た 第 １ 及 び 第 ２ の 貫 通 孔 を 有 す る 、 ク レ ビ ス と 、
　 前 記 ク レ ビ ス の ピ ボ ッ ト に 支 持 さ れ る 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ と 、
　 前 記 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 一 方 に 対 応 し 、 前 記 管 状 部 材 及 び 前 記 第 １ の 貫 通 孔 を 通
っ て 延 び 、 前 記 ハ ン ド ル に 取 り 付 け ら れ る 基 部 を 備 え る 第 １ の 細 長 い 部 材 と 、
　 前 記 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 他 方 に 対 応 し 、 前 記 管 状 部 材 及 び 前 記 第 ２ の 貫 通 孔 を 通
っ て 延 び 、 前 記 ハ ン ド ル に 取 り 付 け ら れ る 基 部 を 備 え る 第 ２ の 細 長 い 部 材 と 、
を 有 す る 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 末 端 部 及 び 基 部 を 備 え た 管 状 部 材 と 、
　 前 記 管 状 部 材 の 前 記 基 部 に 取 り 付 け ら れ る ハ ン ド ル と 、
　 前 記 管 状 部 材 の 末 端 部 に 取 り 付 け ら れ 、 面 取 り さ れ た 末 端 開 口 部 を 備 え た 貫 通 孔 を 有 す
る ク レ ビ ス と 、
　 前 記 ク レ ビ ス の ピ ボ ッ ト に 支 持 さ れ る 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ と 、
　 前 記 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 各 々 に 対 応 し 、 前 記 管 状 部 材 及 び 前 記 貫 通 孔 を 通 っ て 延
び 、 前 記 ハ ン ド ル に 取 り 付 け ら れ る 基 部 を 備 え る 細 長 い 部 材 で あ っ て 、 該 細 長 い 部 材 は 、
前 記 ク レ ビ ス と 前 記 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ と の 間 で 前 記 細 長 い 部 材 に 接 続 さ れ た カ ラ ー
を 有 し 、 該 カ ラ ー は 、 前 記 ク レ ビ ス の 前 記 面 取 り さ れ た 末 端 開 口 部 に 係 合 す る 面 取 り さ れ
た 基 部 を 有 す る 、 細 長 い 部 材 と 、
を 有 す る 医 療 用 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 願 は 、 ２ ０ ０ ３ 年 ８ 月 １ ８ 日 に 出 願 さ れ た 米 国 特 許 出 願 第 １ ０ ／ ６ ４ ２ ， １ ５ ２ 号 の
優 先 権 を 主 張 す る も の で あ る 。 本 発 明 は 、 医 療 用 器 具 に 関 す る 。 本 発 明 は 、 詳 細 に は 、 内
視 鏡 と 接 続 し て 体 腔 内 の 手 術 を 行 う た め の 医 療 用 器 具 に 関 し 、 さ ら に 詳 細 に は 、 そ の よ う
な 器 具 の エ ン ド エ フ ェ ク タ ア セ ン ブ リ を 操 作 す る た め の 作 動 機 構 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 患 者 の 体 腔 深 部 に お い て 種 々 の 手 術 を 行 う た め の 内 視 鏡 に は 、 様 々 な 医 療 用 器 具 が 接 続
さ れ て 使 用 さ れ る 。 そ の よ う な 器 具 の １ つ で あ る 生 検 鉗 子 装 置 は 、 患 者 に 対 す る 操 作 及 び
患 者 が 感 じ る 不 快 さ を 最 小 限 に し つ つ 体 腔 か ら 組 織 を サ ン プ リ ン グ す る 。 典 型 的 に は 、 生
検 鉗 子 装 置 は 他 の 内 視 鏡 器 具 と 同 様 に 、 内 視 鏡 の ル ー メ ン 内 に 挿 入 さ れ る 長 い 可 撓 性 の 管
状 部 材 を 有 す る 。 管 状 部 材 は 、 体 腔 の 長 く 曲 が り く ね っ た 通 路 に 追 従 で き る よ う に 十 分 に
長 く か つ 柔 軟 で あ る 。 管 状 部 材 の 末 端 部 に は 生 検 鉗 子 ア セ ン ブ リ の よ う な エ ン ド エ フ ェ ク
タ ア セ ン ブ リ が 取 り 付 け ら れ 、 管 状 部 材 の 基 部 に は ハ ン ド ル が 取 り 付 け ら れ る 。 プ ル ワ イ
ヤ （ pull wire） の よ う な 細 長 い 機 構 が 管 状 部 材 を 通 っ て 延 び 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ ア セ ン
ブ リ と ハ ン ド ル と を 接 続 す る 。 生 検 鉗 子 ア セ ン ブ リ は 例 え ば 、 ハ ン ド ル に よ っ て 作 動 し て
体 組 織 を サ ン プ リ ン グ す る 噛 み 合 い 爪 を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 今 日 で は 多 数 の 医 療 用 内 視 鏡 器 具 が 使 用 さ れ て い る 。 こ れ ら の 器 具 は 、 様 々 な ア ク チ ュ
エ ー タ ／ エ ン ド エ フ ェ ク タ ア セ ン ブ リ と 、 一 定 の 効 果 が 得 ら れ る よ う に 構 成 さ れ た 接 続 部
と を 有 す る 。 例 え ば 、 あ る 種 の 医 療 用 内 視 鏡 器 具 は 、 自 ら を 貫 通 す る １ つ の 細 長 い 可 撓 性
の プ ル ワ イ ヤ を 有 し 、 プ ル ワ イ ヤ は そ の 末 端 部 に お い て 、 内 視 鏡 器 具 に 沿 う 軸 を 備 え た 比
較 的 剛 性 の ア ク チ ュ エ ー タ に 接 続 さ れ る 。 ア ク チ ュ エ ー タ は 一 対 の ピ ン を 一 端 に 有 し 、 各
ピ ン は リ ン ク の 一 端 を 支 持 す る 。 各 リ ン ク の 他 端 は 爪 に 接 続 さ れ る 。 サ ポ ー ト ピ ン が 爪 ア
セ ン ブ リ を 支 持 す る 。 こ の ア セ ン ブ リ は 爪 ア セ ン ブ リ に お い て 比 較 的 大 き い 閉 鎖 力 を 生 成
可 能 で あ る 。 爪 ア セ ン ブ リ の 爪 は 、 １ つ の ア ク チ ュ エ ー タ に 接 続 さ れ て お り 、 サ ポ ー ト ピ
ン の 回 り を 旋 回 す る 。 ア ク チ ュ エ ー タ は 爪 の 回 転 範 囲 を 規 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 他 の 種 の 医 療 用 内 視 鏡 器 具 は 、 自 ら を 貫 通 す る 一 対 の 細 長 い 可 撓 性 の プ ル ワ イ ヤ を 有 す
る 。 各 プ ル ワ イ ヤ は 、 そ の 末 端 部 に お い て 爪 の レ バ ー ア ー ム に 直 接 的 に 接 続 さ れ る 。 こ の
構 成 で は 、 各 爪 は １ つ の ピ ボ ッ ト ピ ン に 支 持 さ れ て そ の 回 り を 旋 回 す る 。 こ の ア セ ン ブ リ
に よ り 、 プ ル ワ イ ヤ が 爪 に 近 づ く よ う に 引 っ 張 ら れ る の で 、 ピ ボ ッ ト ピ ン 回 り の ト ル ク が
減 少 し 、 故 に 閉 鎖 力 が 減 少 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 さ ら な る 医 療 用 内 視 鏡 器 具 は 一 対 の 爪 を 備 え た 爪 ア セ ン ブ リ を 有 し 、 一 対 の 爪 は 爪 ハ ウ
ジ ン グ か ら 延 び る 一 対 の ア ー ム に 接 続 さ れ る 。 各 爪 は 、 ア ー ム の 表 面 に 面 す る 面 を 備 え た
シ ャ ン ク を 有 す る 。 爪 の シ ャ ン ク 上 の カ ム ス ロ ッ ト が 、 ア ー ム の カ ム ピ ン に 摺 動 式 に 係 合
す る 。 ハ ウ ジ ン グ 内 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 な 引 っ 張 り 部 材 が 一 対 の ピ ボ ッ ト を 支 持 し 、 各 ピ
ボ ッ ト は 爪 の シ ャ ン ク に ピ ボ ッ ト 式 に 係 合 す る 。 引 っ 張 り 部 材 は 管 状 の シ ャ フ ト に 同 軸 配
置 さ れ た 駆 動 ワ イ ヤ に 取 り 付 け ら れ 、 駆 動 ワ イ ヤ の 軸 方 向 の 移 動 に よ っ て 引 っ 張 り 部 材 が
作 動 す る 。 引 っ 張 り 部 材 の 軸 方 向 の 移 動 に 対 応 し て 、 カ ム ス ロ ッ ト に 乗 っ た 状 態 の カ ム ピ
ン が 、 固 定 さ れ た 爪 の ピ ボ ッ ト 軸 に 対 し て 移 動 し 、 爪 を 作 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 他 の 医 療 用 内 視 鏡 器 具 は １ つ の 可 撓 性 の プ ル ワ イ ヤ を 有 し 、 プ ル ワ イ ヤ は そ の 末 端 部 に
お い て 比 較 的 短 い 剛 性 の 管 に 接 続 さ れ る 。 管 は 爪 ア セ ン ブ リ 全 体 に わ た っ て 延 び る と と も
に 、 爪 を 閉 じ る た め に 爪 ア セ ン ブ リ に 対 し て 軸 方 向 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ５ ， １ ３ ３ ， ７ ２ ７ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 医 療 用 器 具 は 、 末 端 部 及 び 基 部 を 備 え た 管 状 部 材 と 、 管 状 部
材 の 基 部 に 取 り 付 け ら れ る ハ ン ド ル と 、 ピ ボ ッ ト に 支 持 さ れ る 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ と
、 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 各 々 に 対 応 す る リ ン ク と 、 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 各 々 に
対 応 す る 細 長 い 部 材 と を 有 す る 。 細 長 い 部 材 の 各 々 は 、 管 状 部 材 を 通 っ て 延 び 、 ハ ン ド ル
に 取 り 付 け ら れ る 基 部 を 備 え る こ と が で き る 。 各 リ ン ク の 末 端 部 は 対 応 す る エ ン ド エ フ ェ
ク タ に 接 続 さ れ 、 各 リ ン ク の 基 部 は 対 応 す る 細 長 い 部 材 の 末 端 部 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ れ ば 、 医 療 用 器 具 は 、 末 端 部 及 び 基 部 を 備 え た 管 状 部 材 と 、 管 状
部 材 の 基 部 に 取 り 付 け ら れ る ハ ン ド ル と 、 ピ ボ ッ ト 及 び ピ ボ ッ ト に 支 持 さ れ る エ ン ド エ フ
ェ ク タ ア セ ン ブ リ を 含 む 末 端 ア セ ン ブ リ と を 有 す る 。 エ ン ド エ フ ェ ク タ ア セ ン ブ リ は 、 一
対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ を 有 す る 。 末 端 ア セ ン ブ リ は 中 心 軸 及 び 一 対 の 止 め 部 を 有 し 、 各 止
め 部 は 対 応 す る エ ン ド エ フ ェ ク タ が 中 心 軸 を 越 え て 回 転 す る こ と を 防 止 す る よ う に 構 成 さ
れ る 。 医 療 用 器 具 は ま た 、 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 各 々 に 対 応 す る 細 長 い 部 材 を 有 す る
。 細 長 い 部 材 の 各 々 は 、 管 状 部 材 を 通 っ て 延 び 、 ハ ン ド ル に 取 り 付 け ら れ る 基 部 と 、 エ ン
ド エ フ ェ ク タ ア セ ン ブ リ に 取 り 付 け ら れ る 末 端 部 と を 備 え る 。 そ れ に よ り 一 方 の エ ン ド エ
フ ェ ク タ を 中 心 軸 に 対 し て 第 １ の 角 度 に 位 置 決 め し 、 他 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ を 中 心 軸 に
対 し て 第 １ の 角 度 と は 異 な る 第 ２ の 角 度 に 位 置 決 め す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 に お い て は 、 細 長 い 部 材 の 各 々 は 可 撓 性 の ワ イ ヤ を 有 す る こ と が で き
る 。 さ ら な る 態 様 に お い て 、 細 長 い 部 材 の 各 々 は 、 対 応 す る 可 撓 性 ワ イ ヤ の 末 端 部 に 接 続
さ れ る 基 部 と 、 対 応 す る リ ン ク に 接 続 さ れ る 末 端 部 と を 備 え た ア ク チ ュ エ ー タ を 有 す る こ
と が で き る 。 各 ア ク チ ュ エ ー タ は 対 応 す る 可 撓 性 ワ イ ヤ よ り も 剛 性 が 高 く 、 半 円 形 、 円 形
、 矩 形 及 び 正 方 形 の う ち か ら 選 定 さ れ た 断 面 形 状 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら な る 態 様 に お い て 、 細 長 い 部 材 の 基 部 方 向 （ 近 位 ） へ の 変 位 に よ っ て 対 応 す る エ ン
ド エ フ ェ ク タ が 閉 じ 、 細 長 い 部 材 の 末 端 部 方 向 （ 遠 位 ） へ の 変 位 に よ っ て 対 応 す る エ ン ド
エ フ ェ ク タ が 開 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら な る 他 の 態 様 に お い て 、 細 長 い 部 材 の 各 々 は 他 の 細 長 い 部 材 と は 独 立 に 動 く よ う に
構 成 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 管 状 部 材 の 末 端 部 に 取 り 付 け ら れ た ク レ ビ ス を 有 す る こ と
が で き る 。 ク レ ビ ス は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 支 持 す る ピ ボ ッ ト ピ ン を 支 持 す る こ と が で き
る 。 ク レ ビ ス は 中 心 軸 を 有 し 、 細 長 い 部 材 の 各 々 は 中 心 軸 に 略 平 行 に 延 び る こ と が で き る
。 中 心 軸 に 加 え 、 ク レ ビ ス は 一 対 の 止 め 部 を 有 す る こ と が で き 、 各 止 め 部 は 対 応 す る エ ン
ド エ フ ェ ク タ が 中 心 軸 を 越 え て 回 転 す る こ と を 防 止 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 ク レ ビ ス は 、
細 長 い 部 材 を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ た 貫 通 孔 を 備 え た 本 体 を 有 す る こ と が で き る 。 貫 通
孔 は 、 各 々 が 細 長 い 部 材 の １ つ を 受 容 す る ２ つ の 貫 通 孔 を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら な る 態 様 に お い て 、 各 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 鉗 子 爪 で あ っ て も よ い 。 一 方 の 鉗 子 爪 は
平 坦 な 末 端 部 を 有 し 、 他 方 の 鉗 子 爪 は カ ッ プ 形 状 の 末 端 部 を 有 す る こ と が で き る 。 さ ら な
る 態 様 に お い て 、 末 端 部 の 形 状 に 関 わ ら ず 、 少 な く と も １ つ の 鉗 子 爪 は 刃 を 備 え る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら な る 他 の 態 様 に お い て 、 各 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 第 １ の 止 め 面 及 び 第 ２ の 止 め 面 を 有
す る こ と が で き る 。 さ ら な る 態 様 に お い て 、 一 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 第 １ の 止 め 面 が 他
方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 第 ２ の 止 め 面 に 当 接 す る こ と に よ り 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 最 大 に
開 く こ と が で き る 。 こ の 構 成 に お い て 、 細 長 い 部 材 の 各 々 は 他 の 細 長 い 部 材 と 独 立 し て 動
く よ う に 構 成 可 能 で あ り 、 そ れ に よ り エ ン ド エ フ ェ ク タ は 、 最 大 に 開 い た と き に ピ ボ ッ ト
の 回 り を 回 転 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 一 方 の 細 長 い 部 材 の 少 な く と も 末 端 部 は 基 部 方 向 に 第 １ の 距 離 だ け
変 位 可 能 で あ り 、 他 方 の 細 長 い 部 材 の 少 な く と も 末 端 部 は 末 端 部 方 向 に 第 ２ の 距 離 だ け 変
位 可 能 で あ り 、 そ れ に よ り エ ン ド エ フ ェ ク タ は ピ ボ ッ ト の 回 り を 回 転 す る こ と が で き る 。
さ ら に 、 第 １ の 距 離 は 第 ２ の 距 離 と は 異 な っ て も よ い 。 こ の こ と に よ り 、 両 エ ン ド エ フ ェ
ク タ は ピ ボ ッ ト の 回 り を 互 い に 異 な る 角 度 だ け 回 転 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 医 療 処 置 を 行 う 方 法 に 関 す る 。 こ の 方 法 は 、 上 述 の 医 療 用
器 具 を 用 意 す る こ と と 、 管 状 部 材 の 末 端 部 及 び 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ を 患 者 内 の 目 標 部
位 ま で 挿 入 す る こ と と 、 細 長 い 部 材 を 動 か し て 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ 開 く よ う に ハ ン ド
ル を 操 作 す る こ と と 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 目 標 部 位 に 向 け て 位 置 決 め す る こ と と 、 細 長 い
部 材 を 動 か し て 目 標 部 位 上 で エ ン ド エ フ ェ ク タ を 閉 じ 、 処 置 を 行 う よ う に ハ ン ド ル を 操 作
す る こ と と を 含 む 。 「 用 意 す る 」 と い う 用 語 は 、 使 用 可 能 に す る こ と 、 利 用 可 能 に す る こ
と 、 与 え る こ と 、 供 給 す る こ と 、 得 る こ と 、 入 手 す る こ と 、 獲 得 す る こ と 、 購 入 す る こ と
、 売 る こ と 、 配 給 す る こ と 、 所 有 す る こ と 、 使 用 の 準 備 を す る こ と 、 及 び 使 用 準 備 が 整 っ
た 位 置 に 配 置 す る こ と 、 の 少 な く と も １ つ を 、 広 義 か つ 非 限 定 的 に 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 目 標 部 位 に 向 け て 位 置 決 め す る こ と は 、 目 標 部
位 の 基 部 寄 り に 配 置 さ れ た 一 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ を 組 織 壁 に 当 接 さ せ る こ と と 、 エ ン ド
エ フ ェ ク タ が 目 標 部 位 に 向 け て 回 転 す る よ う に 管 状 部 材 を 変 位 さ せ る こ と と を 含 む こ と が
で き る 。 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 目 標 部 位 に 向 け て 位 置 決 め す る こ と は 、 目 標 部 位 の 末 端 部 寄
り に 配 置 さ れ た 一 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ を 組 織 壁 に 当 接 さ せ る こ と と 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ
が 目 標 部 位 に 向 け て 回 転 す る よ う に 管 状 部 材 を 変 位 さ せ る こ と と を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら な る 態 様 に お い て 、 管 状 部 材 を 変 位 さ せ る こ と に よ り 、 他 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ が
末 端 ア セ ン ブ リ の 一 対 の 止 め 部 の １ つ に 当 接 し 、 他 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ が 中 心 軸 を 越 え
て 回 転 す る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 各 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 第 １ の 止 め 面 及 び 第 ２ の 止 め 面 を 有 し て も よ
く 、 管 状 部 材 を 変 位 さ せ る こ と に よ っ て 、 一 方 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 第 １ の 止 め 面 が 他 方
の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 第 ２ の 止 め 面 に 当 接 し 、 そ れ に よ り エ ン ド エ フ ェ ク タ が 最 大 に 開 く
こ と が で き る 。 さ ら な る 他 の 態 様 に お い て 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 鉗 子 爪 で あ り 、 医 療 処 置
は 生 検 を 取 得 す る こ と で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 付 加 的 態 様 及 び 長 所 は 、 一 部 は 以 降 に 記 載 さ れ 、 一 部 は そ の 記 載 か ら 明 ら か で
あ り 、 又 は 本 発 明 の 実 施 に よ り 理 解 可 能 で あ る 。 本 発 明 の 種 々 の 態 様 及 び 長 所 は 、 詳 細 に
は 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 構 成 要 素 及 び そ れ ら の 組 み 合 わ せ に よ り 実 現 可 能 で あ る 。
上 述 の 一 般 的 記 載 及 び 後 述 の 詳 細 な 記 載 は 例 示 か つ 説 明 に 過 ぎ ず 、 特 許 請 求 の 範 囲 の よ う
に 本 発 明 を 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 明 細 書 に 含 ま れ そ の 一 部 を 構 成 す る 添 付 図 面 は 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 を 示 し
、 明 細 書 の 記 載 と と も に 本 発 明 の 原 理 の 説 明 に 役 立 つ も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 例 示 的 実 施 形 態 を 添 付 図 面 と と も に 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る 。 図 面 に つ い て 、 同
一 又 は 類 似 の 部 品 を 参 照 す る 場 合 は 可 能 な 限 り 同 一 の 参 照 符 号 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 明 細 書 に 記 載 の 医 療 用 内 視 鏡 器 具 の 様 々 な 部 品 は 、 公 知 の 適 当 な い か な る 生 体 適 合 性
材 料 か ら も 作 製 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 本 発 明 は 、 例 え ば 患 者 の 体 腔 内 で 手 術 を 行 う た め の 内 視 鏡 に 接 続 さ れ て 使 用 さ れ る 医 療
用 器 具 に 関 す る 。 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 医 療 用 器 具 は 末 端 部 及 び 基 部 を 備 え た 細 長
い 可 撓 性 の 管 状 部 材 を 有 す る 。 管 状 部 材 の 基 部 に は ハ ン ド ル が 取 り 付 け ら れ る 。 管 状 部 材
の 末 端 部 に は 、 例 え ば 生 検 鉗 子 ア セ ン ブ リ の よ う な エ ン ド エ フ ェ ク タ ア セ ン ブ リ が 取 り 付
け ら れ る 。 プ ル ワ イ ヤ の よ う な 一 対 の 細 長 い 部 材 が 、 そ の 基 部 に お い て ハ ン ド ル に 接 続 さ
れ 、 管 状 部 材 を 通 っ て 延 び 、 末 端 部 に お い て エ ン ド エ フ ェ ク タ に 接 続 さ れ る 。 あ る 実 施 形
態 に お い て は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 爪 ア セ ン ブ リ の 爪 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 医 療 用 器 具 は エ ン ド エ フ ェ ク タ を 開 閉 さ せ る 作
動 手 段 を 有 す る 。 そ れ ら の 実 施 形 態 の 作 動 手 段 は 、 比 較 的 大 き い 閉 鎖 力 を 生 じ さ せ 、 エ ン
ド エ フ ェ ク タ が 自 由 に 旋 回 で き る よ う に し 、 さ ら に 閉 鎖 力 を 低 下 さ せ る こ と な く エ ン ド エ
フ ェ ク タ の 操 作 の 自 由 度 及 び 容 易 性 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 あ る 例 示 的 作 動 手 段 は 一 対 の ア ク チ ュ エ ー タ を 有 し 、 各 ア ク チ ュ エ ー タ は そ の 末 端 部 に
お い て リ ン ク を 介 し て エ ン ド エ フ ェ ク タ に 接 続 さ れ る 。 各 ア ク チ ュ エ ー タ の 基 部 は 、 対 応
す る 一 対 の プ ル ワ イ ヤ の 各 々 に 接 続 さ れ る 。 こ の ア セ ン ブ リ に よ り 、 各 エ ン ド エ フ ェ ク タ
は 、 比 較 的 大 き い 把 持 力 を 維 持 し た ま ま １ つ の ピ ボ ッ ト の 回 り を 自 由 に 旋 回 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら な る 実 施 形 態 の 作 動 手 段 は 一 対 の プ ル ワ イ ヤ を 有 し 、 一 対 の プ ル ワ イ ヤ は 末 端 の ク
レ ビ ス （ clevis） を 貫 通 す る 個 別 の 孔 を 通 る 。 各 プ ル ワ イ ヤ は そ の 基 部 に お い て ハ ン ド ル
に 接 続 さ れ 、 そ の 末 端 部 に お い て エ ン ド エ フ ェ ク タ の １ つ に 接 続 さ れ る 。 ク レ ビ ス を 貫 通
す る 孔 の 形 状 は 、 よ り 高 い ト ル ク を 与 え て 閉 鎖 力 を 上 昇 さ せ る た め に 、 プ ル ワ イ ヤ が 医 療
用 内 視 鏡 器 具 の 中 心 線 に 対 し て あ る 角 度 を な す 位 置 に 移 動 す る こ と を 抑 制 す る よ う に 調 整
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 他 の 実 施 形 態 の 作 動 手 段 は 、 プ ル ワ イ ヤ に 取 り 付 け ら れ た カ ラ ー を 有 す る 。 カ ラ ー の 形
状 は 、 ク レ ビ ス と 相 互 作 用 し て プ ル ワ イ ヤ の 末 端 部 を 内 側 に 曲 げ る よ う に 構 成 さ れ る 。 こ
の 内 側 へ の 曲 げ も ま た 、 生 成 さ れ た 閉 鎖 力 を 上 昇 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ と し て 一 対 の 爪 を 備 え た 鉗 子 ア セ ン ブ リ 及 び 生
検 鉗 子 装 置 に 関 連 さ せ て 説 明 さ れ る 。 し か し 作 動 機 構 は 、 他 の 種 の 内 視 鏡 、 腹 腔 鏡 若 し く
は 他 の 器 具 、 及 び 、 捕 捉 器 具 、 カ ッ タ ー 、 把 持 具 若 し く は 他 の 公 知 の 装 置 の よ う な 他 の 種
の エ ン ド エ フ ェ ク タ 及 び エ ン ド エ フ ェ ク タ ア セ ン ブ リ に 適 し て い る 。 図 示 さ れ 説 明 さ れ る
生 検 鉗 子 装 置 は 、 単 な る 例 示 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ に 示 さ れ る 本 発 明 の 実 施 形 態 に お い て 、 生 検 鉗 子 装 置 ２ ０ は 、 末 端 部 ２ ４ 及 び 基 部
２ ６ を 備 え た 可 撓 性 の 管 状 部 材 ２ ２ を 有 す る 。 生 検 の た め の 手 術 を 患 者 に 行 う 間 、 末 端 部
２ ４ は 内 視 鏡 の ル ー メ ン 及 び 患 者 の 体 腔 を 通 っ て 進 む 。 管 状 部 材 ２ ２ の 基 部 ２ ６ は 、 体 腔
の 外 側 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 管 状 部 材 ２ ２ は 、 例 え ば 内 視 鏡 操 作 の 間 に 受 け る 曲 げ 力 及 び せ ん 断 力 を 支 持 す る た め に
、 十 分 な 強 度 、 弾 性 及 び 操 作 性 を 有 す る 材 料 か ら 作 製 さ れ る べ き で あ る 。 図 ２ 及 び 図 ３ に
最 も よ く 示 す よ う に 、 管 状 部 材 ２ ２ は 外 被 ３ ０ （ 図 １ に 図 示 ） に よ り 覆 わ れ た ヘ リ カ ル ば
ね ２ ８ か ら 作 製 可 能 で あ る 。 管 状 部 材 ２ ２ は 、 例 え ば 中 空 の コ イ ル を 有 さ な い 構 造 体 の よ
う な 適 当 な い か な る 管 状 部 材 か ら も 作 製 可 能 で あ り 、 ま た 公 知 の 適 当 な い か な る 生 体 適 合
性 材 料 か ら も 作 製 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 管 状 部 材 ２ ２ の 基 部 に は ハ ン ド ル ３ ２ が 取 り 付 け ら れ る 。 ハ ン ド ル
３ ２ は 、 生 検 鉗 子 ア セ ン ブ リ ３ ４ を 体 腔 内 で 制 御 し 又 は 作 動 さ せ る た め に 使 用 さ れ る 。 ハ
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ン ド ル ３ ２ は 、 親 指 用 リ ン グ ４ ０ を 含 む シ ャ フ ト ３ ８ を 囲 繞 す る ス プ ー ル ３ ６ を 備 え た 、
汎 用 の ス プ ー ル ／ シ ャ フ ト ア ク チ ュ エ ー タ で あ っ て も よ い 。 互 い に 実 質 的 に 長 さ が 等 し い
、 一 対 の 可 撓 性 の プ ル ワ イ ヤ ４ ２ が 、 公 知 の 方 法 で ス プ ー ル ３ ６ に 取 り 付 け ら れ る 。 プ ル
ワ イ ヤ ４ ２ は 、 鋼 又 は 他 の 適 当 な 材 料 か ら 作 製 さ れ る 。 典 型 的 な ス プ ー ル ／ シ ャ フ ト ア ク
チ ュ エ ー タ は 、 特 許 文 献 １ に 詳 細 に 記 載 さ れ て お り 、 本 参 照 を も っ て そ の 記 載 に 変 え る も
の と す る 。 公 知 の 他 の 種 の ハ ン ド ル も 、 本 発 明 の 管 状 部 材 及 び 作 動 機 構 と 組 み 合 わ せ て 使
用 す る こ と が で き る 。 図 示 さ れ 説 明 さ れ る ハ ン ド ル は 、 単 な る 例 示 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 例 え ば 生 検 鉗 子 ア セ ン ブ リ ３ ４ の よ う な エ ン ド エ フ ェ ク タ ア
セ ン ブ リ は 、 ク レ ビ ス ４ ４ と 、 例 え ば 鉗 子 爪 ４ ６ の よ う な 一 対 の エ ン ド エ フ ェ ク タ と を 有
す る 。 鉗 子 爪 ４ ６ の 各 々 は 、 互 い に 同 一 で あ り 、 ク レ ビ ス ピ ン ４ ８ に よ っ て ク レ ビ ス ４ ４
に 旋 回 可 能 に 接 続 さ れ る 。 各 プ ル ワ イ ヤ ４ ２ は 、 ク レ ビ ス ４ ４ 内 を 部 分 的 に 延 び 、 一 対 の
ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ の １ つ の 基 部 に 取 り 付 け ら れ る 。 各 ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ は 、 ア ク チ ュ
エ ー タ ５ ０ か ら 延 び る ピ ン ５ ４ に よ っ て 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 末 端 部 近 く の リ ン ク ５ ２ の 基
部 に 接 続 さ れ る 。 各 リ ン ク ５ ２ の 末 端 部 は 、 鉗 子 爪 ４ ６ か ら 基 部 方 向 に 延 び る 舌 ５ ６ に 接
続 さ れ る 。 舌 ５ ６ は 、 リ ン ク ５ ２ の 末 端 部 を 支 持 す る た め の ピ ン ５ ８ を 含 む 。 ピ ン ５ ４ 及
び ５ ８ の 各 々 は 、 本 発 明 の 本 質 か ら 外 れ る こ と な く 、 他 の ピ ン 構 成 （ 例 え ば リ ン ク か ら 延
び る ピ ン 、 又 は ア ク チ ュ エ ー タ 、 リ ン ク 若 し く は 舌 を 貫 通 す る ピ ン ） 又 は 公 知 の 適 当 な 接
続 構 成 に 置 換 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ ～ 図 ６ に 示 す よ う に 、 各 ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ は 、 断 面 が 半 円 形 状 の 本 体 部 分 ６ ０ と
、 プ ル ワ イ ヤ ４ ２ の １ つ に 取 り 付 け る た め に 半 円 断 面 の 平 坦 な 内 面 に 形 成 さ れ た 凹 部 ６ ２
と を 有 す る 。 ピ ン ５ ４ は 、 ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ の 外 面 で あ っ て 半 円 断 面 の 平 坦 な 内 面 の 反
対 側 か ら 延 び る 。 こ の 構 成 に お い て は 、 一 方 の ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ の 平 坦 な 面 は 他 方 の ア
ク チ ュ エ ー タ ５ ０ 平 坦 な 面 上 を 摺 動 で き る の で 、 複 数 の ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ は い ず れ も 、
ク レ ビ ス ４ ４ 内 で 互 い に 対 し て 末 端 部 方 向 及 び 基 部 方 向 に 自 由 に 移 動 す る 。 半 円 形 状 の 断
面 を 有 す る ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ が 詳 細 に 図 示 さ れ て い る が 、 本 体 部 分 ６ ０ は 、 例 え ば 管 状
、 矩 形 、 正 方 形 、 さ ら に そ れ ら が キ ー 構 造 を 備 え た も の 又 は 備 え な い も の 等 、 多 く の 異 な
る 形 状 を 有 す る こ と が で き る 。 そ れ ら の 形 状 の 例 が 、 後 述 す る 図 １ １ Ａ ～ 図 １ １ Ｆ に 示 さ
れ て い る 。 他 の 断 面 形 状 の 本 体 部 分 ６ ０ も 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ７ ～ 図 ９ は 、 ク レ ビ ス ４ ４ の 実 施 形 態 を 示 す 。 ク レ ビ ス ４ ４ は 、 円 筒 部 分 ６ ３ と 、 円
筒 部 分 ６ ３ か ら 延 び る 一 対 の ク レ ビ ス ア ー ム ６ ４ 、 ６ ６ と を 有 し 、 一 対 の ク レ ビ ス ア ー ム
は 孔 ７ １ 、 ７ ３ に て ク レ ビ ス ピ ン ４ ８ を 保 持 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 ク レ ビ ス ア ー ム ６ ４
、 ６ ６ の 各 々 は 、 止 め 部 ６ ８ 、 ７ ０ ま で 延 び る 傾 斜 面 を そ れ ぞ れ 有 す る 。 こ れ ら の 止 め 部
は 、 爪 の 止 め 部 （ 後 述 ） と 相 互 作 用 し て 、 ク レ ビ ス ４ ４ の 中 心 軸 ６ ５ を 越 え る 鉗 子 爪 ４ ６
の 過 回 転 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 円 筒 部 分 ６ ３ は 、 図 １ ０ に 示 す 双 方 の ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ の 基 部 を 受 容 す る 大 き さ の 貫
通 孔 ６ ７ を 有 す る 。 さ ら に 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 ク レ ビ ス ４ ４ の 基 部 は 、 汎 用 の 手 段 を 用
い て ク レ ビ ス を 管 状 部 材 ２ ２ に 取 り 付 け る よ う に 構 成 さ れ た 凹 部 ６ ９ を 有 す る 。 汎 用 の 手
段 と し て は 例 え ば 、 圧 着 、 か し め 、 粘 着 、 レ ー ザ 溶 接 、 又 は 他 の 接 着 が あ る 。 管 状 部 材 ２
２ は 、 凹 部 ６ ９ に 受 容 さ れ る 縮 径 末 端 部 ２ ２ ａ を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ １ Ａ ～ 図 １ １ Ｆ は 、 択 一 的 構 成 の 貫 通 孔 を 有 す る ク レ ビ ス の さ ら な る 実 施 形 態 を 示
す 。 こ れ ら の 実 施 形 態 は 、 対 応 す る 同 一 断 面 の ア ク チ ュ エ ー タ に 適 合 す る 。 異 な る 断 面 形
状 の ア ク チ ュ エ ー タ も 使 用 可 能 で あ る 。 図 １ １ Ａ ～ 図 １ １ Ｆ は 、 図 １ ０ に 示 す 部 材 に 類 似
す る も の を 示 し て お り 、 図 番 に 対 応 し た 記 号 を 付 与 し た 参 照 符 号 を 用 い て い る 。 こ れ ら の
図 に お い て 、 ク レ ビ ス ６ ３ が 有 す る 貫 通 孔 ６ ７ は 、 ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ を 受 容 す る よ う に
構 成 さ れ 、 円 形 、 矩 形 又 は 正 方 形 の 断 面 を 有 す る 。 他 の 断 面 形 状 も 可 能 で あ る 。 ア ク チ ュ
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エ ー タ は キ ー 構 造 を 有 し て も よ い 。 図 １ １ Ａ ～ 図 １ １ Ｃ は １ つ の 貫 通 孔 を 示 し 、 図 １ １ Ｄ
～ 図 １ １ Ｆ は ２ つ の 貫 通 孔 を 示 す 。 貫 通 孔 及 び 断 面 の 個 数 を 変 え る こ と に よ り 、 異 な る 支
承 面 が 提 供 さ れ 、 そ れ に よ り 側 面 荷 重 に 対 す る 抵 抗 を 増 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 再 び 図 １ ～ 図 ３ を 参 照 す る と 、 鉗 子 爪 ４ ６ は 、 体 腔 内 か ら 組 織 を サ ン プ リ ン グ す る た め
に 開 閉 可 能 と な る よ う に 、 ク レ ビ ス ４ ４ に ピ ボ ッ ト 式 に 接 続 さ れ る 。 鉗 子 爪 ４ ６ は 、 ク レ
ビ ス ア ー ム ６ ４ 、 ６ ６ の 双 方 を 通 っ て 延 び る ピ ン ４ ８ に よ っ て ク レ ビ ス ４ ４ に ピ ボ ッ ト 式
に 接 続 さ れ て も よ い し 、 他 の 公 知 の 適 当 な 手 段 （ 例 え ば ピ ン ４ ８ が ク レ ビ ス ア ー ム ６ ４ 、
６ ６ の い ず れ か １ つ か ら 延 び て 鉗 子 爪 ４ ６ を 貫 通 す る ） に よ っ て 接 続 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ は 、 ク レ ビ ス ４ ４ に 取 り 付 け ら れ る 前 の 鉗 子 爪 ４ ６ の 例 示 的 実 施 形 態
を 示 す 。 本 実 施 形 態 の 爪 は 上 側 と 下 側 と で 実 質 的 に 同 一 な の で 、 １ つ の 爪 ４ ６ の み を 説 明
す る 。 鉗 子 爪 ４ ６ の 末 端 部 は 略 半 球 形 状 を 有 し 、 そ の 周 縁 に は 刃 ７ ５ が 設 け ら れ る 。 択 一
的 に 、 こ の リ ン グ 状 の 刃 は 、 必 要 に 応 じ て 複 数 の 歯 に 置 換 可 能 で あ る 。 爪 ４ ６ の 舌 部 ５ ６
に は 孔 ７ ２ が 設 け ら れ る 。 孔 ７ ２ は ク レ ビ ス ピ ン ４ ８ を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ 、 そ れ に
よ り 鉗 子 爪 ４ ６ は ク レ ビ ス ピ ン ４ ８ の 回 り を 旋 回 可 能 で あ る 。 爪 ４ ６ は ま た 、 リ ン ク ５ ２
の 末 端 部 に 接 続 さ れ る ピ ン ５ ８ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 使 用 中 の 鉗 子 爪 ４ ６ の 開 き 過 ぎ を 防 止 す る た め に 、 ３ つ の 止 め 面 ７ ４ 、 ７ ６ 、 ７ ８ が 設
け ら れ る 。 具 体 的 に は 、 鉗 子 爪 ４ ６ が 生 検 鉗 子 装 置 の 他 の 部 品 と と も に 組 み 立 て ら れ た と
き に 、 一 方 の 鉗 子 爪 ４ ６ の 止 め 面 ７ ４ は 他 方 の 鉗 子 爪 ４ ６ の 止 め 面 ７ ６ と 当 接 し 、 ２ つ の
鉗 子 爪 ４ ６ 間 に 例 え ば １ ０ ０ 度 等 の 最 大 開 き 角 を 規 定 す る 。 こ の 最 大 に 開 い た 配 置 は 、 図
２ 及 び 図 ３ に 示 さ れ て い る 。 止 め 面 ７ ４ 、 ７ ６ は 、 他 の 望 ま し い 最 大 開 き 角 を 規 定 す る よ
う に 構 成 可 能 で あ る 。 止 め 面 ７ ８ は 、 ク レ ビ ス ４ ４ の ２ つ の 止 め 部 ６ ８ 、 ７ ０ の １ つ と 協
働 し 、 鉗 子 爪 ４ ６ が ク レ ビ ス ４ ４ の 中 心 軸 ６ ５ を 越 え て 回 転 し 過 ぎ る こ と を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 医 療 用 器 具 １ ０ の 主 要 な 構 成 要 素 の 全 て に つ い て 説 明 し た の で 、 以 下 よ り 器 具 の 使 用 及
び 操 作 に つ い て 説 明 す る 。 生 検 鉗 子 ア セ ン ブ リ ３ ４ を 開 閉 操 作 す る た め に 、 ス プ ー ル ３ ６
が シ ャ フ ト ３ ８ に 沿 っ て 末 端 部 方 向 及 び 基 部 方 向 に 移 動 す る 。 ス プ ー ル ３ ６ を 末 端 部 方 向
に 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 プ ル ワ イ ヤ ４ ２ が 末 端 部 方 向 に 移 動 し 、 そ れ に よ り ア ク チ ュ エ
ー タ ５ ０ が 末 端 部 方 向 に 移 動 し て リ ン ク ５ ２ の 基 部 を 押 す 。 こ の 動 作 に よ り 、 鉗 子 爪 ４ ６
は 図 ２ に 示 す よ う に 開 く 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ２ は 鉗 子 爪 ４ ６ の 典 型 的 な 開 状 態 を 示 し て お り 、 こ の 状 態 で は ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ 及
び リ ン ク ５ ２ の 基 部 は 末 端 部 方 向 に 変 位 し て い る 。 ス プ ー ル ３ ６ を 基 部 方 向 に 動 か す こ と
に よ り 、 動 作 が 反 転 し て 鉗 子 爪 ４ ６ が 閉 じ 、 刃 ７ ５ は 組 織 壁 か ら サ ン プ リ ン グ を 行 う こ と
が で き る 。 ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ 及 び リ ン ク ５ ２ を 含 む 作 動 機 構 に よ り 、 生 検 鉗 子 爪 ４ ６ は
、 強 い 閉 鎖 力 を 維 持 し つ つ ク レ ビ ス ピ ン ４ ８ の 回 り を 自 由 に 旋 回 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ３ に お い て 、 開 い て い る 鉗 子 爪 ４ ６ に 関 連 付 け ら れ た プ ル ワ イ ヤ ４ ２ 、 ア ク チ ュ エ ー
タ ５ ０ 及 び リ ン ク ５ ２ は 、 他 方 の プ ル ワ イ ヤ ４ ２ 、 ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ 及 び リ ン ク ５ ２ に
対 し て 末 端 部 方 向 に 変 位 し て い る 。 こ の よ う な 変 位 を 可 能 に す る た め に 、 プ ル ワ イ ヤ ４ ２
は い く ら か の 弛 み を 有 し 又 は プ リ テ ン シ ョ ン が か け ら れ る よ う に 構 成 さ れ 、 リ ン ク ５ ２ と
ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ と の 相 対 移 動 が プ ル ワ イ ヤ ４ ２ に よ り 行 わ れ る 。 こ の こ と は 鉗 子 爪 ４
６ の 一 方 が 他 方 の 鉗 子 爪 ４ ６ と は 独 立 し て ク レ ビ ス ピ ン ４ ８ の 回 り を 旋 回 す る こ と を 可 能
に し 、 そ れ に よ り 手 術 者 は 、 手 術 中 に 、 開 い た 鉗 子 爪 ４ ６ よ り 正 確 に 位 置 決 め し て 生 検 サ
ン プ ル を 捕 集 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な プ リ テ ン シ ョ ン 又 は 弛 み は 、 ス プ ー ル が 移 動
す べ き 距 離 を 、 ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ を 作 動 さ せ 爪 ４ ６ を 開 閉 さ せ る の に 必 要 な 距 離 よ り も
長 く す る 。 プ リ テ ン シ ョ ン 又 は 弛 み は 、 例 え ば 、 包 装 目 的 の 装 置 の 巻 き 動 作 、 又 は よ り 高
精 度 な ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ の 作 動 及 び 爪 ４ ６ の 開 閉 を 考 慮 す る 場 合 に 望 ま し い 。
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【 ０ ０ ４ ５ 】
　 手 術 中 は 、 細 長 い 管 ２ ２ の 末 端 部 ２ ４ 及 び エ ン ド エ フ ェ ク タ ア セ ン ブ リ ３ ４ を 内 視 鏡 の
ル ー メ ン 内 に 挿 入 し 、 患 者 の 体 腔 内 に 案 内 す る 。 医 療 処 置 （ 例 え ば 組 織 壁 か ら の 生 体 組 織
の 取 得 ） を 行 う べ き 身 体 部 分 の 目 標 部 位 に 到 達 し た ら 、 ス プ ー ル ３ ６ を 末 端 部 方 向 に 変 位
さ せ て エ ン ド エ フ ェ ク タ ４ ６ を 開 く 。 次 に 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ ア セ ン ブ リ ３ ４ を 移 動 さ せ
て 身 体 部 分 に 当 接 さ せ る 。 エ ン ド エ フ ェ ク タ ３ ４ が 適 切 に 配 置 さ れ て い な い 場 合 は 、 管 状
部 材 ２ ２ の 末 端 部 ２ ４ を 操 作 し て 、 生 検 組 織 が 望 ま れ る 部 位 に 近 接 す る 組 織 壁 の 一 部 に エ
ン ド エ フ ェ ク タ の 末 端 部 が 当 接 さ せ る 。 択 一 的 に 、 そ の 部 位 の 反 対 側 の 組 織 壁 に 他 の エ ン
ド エ フ ェ ク タ の 末 端 部 を 当 接 さ せ て も よ い 。 次 に 、 内 視 鏡 ハ ン ド ル に あ る 装 置 全 体 を 押 す
等 に よ っ て 管 状 部 材 ２ ２ を さ ら に 末 端 部 方 向 に 変 位 さ せ る こ と に よ り 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ
を 組 織 壁 に 当 接 さ せ て 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ ア セ ン ブ リ ３ ４ を 組 織 上 で 操 作 で き る 位 置 ま で
ク レ ビ ス ピ ン ４ ８ に つ い て 回 転 さ せ る 。 こ の 回 転 は プ ル ワ イ ヤ ４ ２ の 弛 み 又 は プ リ テ ン シ
ョ ン に よ り 可 能 と な る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ ア セ ン ブ リ ３ ４ は 、 下 側 の
エ ン ド エ フ ェ ク タ が 組 織 壁 に 当 接 す る よ う に 下 向 き に 回 転 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 行 う べ き 医 療 処 置 が 生 検 組 織 の 取 得 で あ る 場 合 は 、 下 側 の 鉗 子 爪 ４ ６ の 刃 ７ ５ が サ ン プ
リ ン グ す べ き 組 織 に 当 接 す る 。 管 状 部 材 ２ ２ の さ ら な る 変 位 に よ っ て エ ン ド エ フ ェ ク タ ア
セ ン ブ リ ３ ４ が 回 転 し （ 図 ３ ） 、 そ れ に よ り 上 側 の 鉗 子 爪 ４ ６ の 刃 ７ ５ が 組 織 に 当 接 す る
。 次 に ス プ ー ル ３ ６ を 基 部 方 向 に 変 位 さ せ て エ ン ド エ フ ェ ク タ ア セ ン ブ リ を 閉 じ 、 操 作 が
完 了 す る 。 ス プ ー ル ３ ６ を 基 部 方 向 に 変 位 さ せ る こ と に よ り 、 双 方 の ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０
は 最 終 的 に は 、 ク レ ビ ス ４ ４ の 中 心 軸 ６ ５ に 略 平 行 に 閉 じ る よ う に 移 動 し 整 合 す る 。 こ の
こ と は 、 プ ル ワ イ ヤ ４ ６ の 弛 み を 除 く か 又 は 元 の プ リ テ ン シ ョ ン の か か っ た 状 態 に 戻 す こ
と に よ り 生 じ る 。 い く つ か の 例 で は 、 管 状 部 材 ２ ２ の 末 端 部 ２ ４ は 上 下 に 曲 げ る こ と が で
き 、 そ れ に よ り エ ン ド エ フ ェ ク タ は 中 心 軸 ６ ５ に 実 質 平 行 に 閉 じ る こ と が で き る 。 組 織 壁
に 接 線 方 向 に ア プ ロ ー チ す る 必 要 が あ る 場 合 も 同 様 の 結 果 が 生 じ る 。 生 検 鉗 子 ア セ ン ブ リ
３ ４ の 爪 ４ ６ は 、 適 当 な 位 置 ま で 回 転 可 能 で あ り 、 組 織 壁 に 当 接 し た ら 直 ち に サ ン プ ル を
捕 集 す る こ と が で き る 。 上 述 の 操 作 は 、 十 分 に 開 い た エ ン ド エ フ ェ ク タ ア セ ン ブ リ に つ い
て な さ れ た も の で あ る が 、 プ ル ワ イ ヤ が 十 分 な 弛 み 又 は プ リ テ ン シ ョ ン を 有 す る 限 り に お
い て 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ ア セ ン ブ リ が ゼ ロ 度 か ら 最 大 開 き 角 ま で の 間 の い か な る 角 度 で も
旋 回 可 能 で あ る こ と は 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 述 の よ う に 、 図 ３ は 開 い た 位 置 に あ る 一 方 の 鉗 子 爪 ４ ６ と 、 実 質 的 に 閉 じ た 位 置 に あ
る 他 方 の 鉗 子 爪 ４ ６ と を 示 す 。 ク レ ビ ス ア ー ム ６ ４ の 止 め 部 ６ ８ は 、 閉 じ た 鉗 子 爪 ４ ６ が
中 心 軸 ６ ５ を 越 え て 回 転 す る こ と を 防 止 す る 。 両 爪 の 相 対 回 転 は 止 め 部 ７ ４ 、 ７ ８ に よ っ
て 限 定 さ れ る た め 、 一 方 の 爪 が 中 心 軸 を 越 え て 回 転 す る こ と を 防 止 す る こ と に よ り 、 開 い
た 爪 ４ ６ が 中 心 軸 に 対 し て 最 大 開 き 角 ま で 回 転 す る こ と が 制 限 さ れ る 。 こ の こ と は 、 閉 じ
た 爪 ４ ６ の 対 応 す る リ ン ク ５ ２ が 中 心 軸 ６ ５ に 整 合 す る よ う に 回 転 す る こ と を 防 止 す る 。
仮 に こ の よ う な 整 合 （ す な わ ち プ ル ワ イ ヤ ４ ２ 、 ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ 、 リ ン ク ５ ２ 、 ピ ン
５ ８ 、 ク レ ビ ス ピ ン ４ ８ 及 び 中 心 軸 ６ ５ が 概 ね 整 列 す る ） が 生 じ る と 、 鉗 子 爪 ４ ６ を ク レ
ビ ス ピ ン ４ ８ 回 り に 回 転 さ せ る た め の ト ル ク が 殆 ど 得 ら れ な い の で 、 開 い た 鉗 子 爪 ４ ６ を
閉 じ る の は 非 常 に 難 し い 。 鉗 子 爪 ４ ６ 及 び ク レ ビ ス ア ー ム ６ ４ 、 ６ ６ の 止 め 部 ６ ８ 、 ７ ０
は 、 こ の 問 題 を 回 避 す る た め に 、 ク レ ビ ス ４ ４ の 中 心 軸 ６ ５ と リ ン ク ５ ２ の 長 手 軸 と の 間
に ゼ ロ よ り 大 き い 角 度 （ 例 え ば １ ５ 度 ） を 形 成 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 さ ら に 、 リ ン ク ５ ２ お よ び 鉗 子 爪 ４ ６ の こ の 構 成 は 、 ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ が 基 部 方 向 に
変 位 し て い る 間 、 鉗 子 爪 ４ ６ の 末 端 部 に あ る 程 度 の 閉 鎖 力 が 常 時 与 え ら れ る こ と を 確 保 す
る 。 こ の こ と が 生 じ る 理 由 は 、 ス プ ー ル の 基 部 方 向 へ の 変 位 か ら の 分 力 が 常 時 、 ピ ン ５ ８
の 中 心 と ク レ ビ ス ピ ン ４ ８ と の 間 の モ ー メ ン ト ア ー ム に 垂 直 に 作 用 し 、 そ れ に よ り 鉗 子 爪
４ ６ の 末 端 部 に 閉 鎖 力 が 与 え ら れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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　 図 １ ４ ～ 図 １ ７ は 、 上 述 の 鉗 子 爪 ４ ６ の 択 一 的 実 施 形 態 を 示 す 。 図 １ ４ 及 び 図 １ ５ に 示
す 鉗 子 爪 ア セ ン ブ リ ８ ０ は 、 鉗 子 爪 ８ ０ が 略 カ ッ プ 形 状 と は 対 照 的 な 略 平 坦 な 末 端 部 を 有
す る 点 を 除 き 、 鉗 子 爪 ４ ６ に 類 似 す る 。 爪 ８ ０ は 舌 部 ８ ２ 、 ピ ン ８ ４ 及 び 止 め 面 ８ ６ 、 ８
８ 、 ９ ０ を 有 し 、 こ れ ら は 上 述 の 鉗 子 爪 ４ ６ の も の と 構 造 的 及 び 機 能 的 に 類 似 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 １ ６ 及 び 図 １ ７ は 、 爪 ア セ ン ブ リ ８ ０ に 対 す る 鉗 子 爪 ア セ ン ブ リ ９ ２ を 示 す 。 ア セ ン
ブ リ ９ ２ は 、 鉗 子 爪 ４ ６ に 実 質 的 に 類 似 す る 。 爪 ９ ２ は 舌 部 ９ ４ 、 ピ ン ９ ６ 、 刃 ９ ８ 及 び
止 め 面 １ ０ ０ 、 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ を 有 し 、 こ れ ら は 上 述 の 鉗 子 爪 ４ ６ の も の と 構 造 的 及 び 機
能 的 に 類 似 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 鉗 子 爪 ８ ０ 、 ９ ２ を 備 え た 医 療 用 内 視 鏡 器 具 は 、 鉗 子 爪 ４ ６ を 備 え た 器 具 に 関 し て 説 明
し た 操 作 と 実 質 的 に 同 じ よ う に 操 作 さ れ る 。 し か し 鉗 子 爪 ８ ０ は 刃 を 有 さ な い の で 、 爪 ９
２ の 刃 ９ ８ を 鉗 子 爪 ８ ０ の 平 坦 面 に 押 し 付 け る こ と に よ り 生 検 サ ン プ ル が 採 取 さ れ る 。 他
の 全 て の 態 様 に お い て 、 こ の 器 具 は 上 述 と 同 様 に 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ ８ が 示 す 実 施 形 態 で は 、 ク レ ビ ス １ ４ ４ が 、 内 視 鏡 器 具 の 中 心 線 か ら 径 方 向 に オ フ
セ ッ ト し た ２ つ の 貫 通 孔 １ ６ ７ を 有 す る 。 プ ル ワ イ ヤ １ ４ ２ が そ れ ぞ れ の 貫 通 孔 １ ６ ７ を
通 っ て 延 び 、 一 度 交 差 し て ク レ ビ ス １ ４ ４ か ら 出 る 。 各 プ ル ワ イ ヤ １ ４ ２ は 、 舌 部 １ ５ ６
の 接 続 部 １ ５ ８ に お い て 鉗 子 爪 １ ４ ６ の １ つ に 接 続 さ れ る 。 鉗 子 爪 １ ４ ６ は 、 ク レ ビ ス １
４ ４ の ピ ン １ ４ ８ の 回 り を 旋 回 す る 。 こ の よ う に 装 置 を 構 成 す る こ と に よ り 、 プ ル ワ イ ヤ
１ ４ ２ が ク レ ビ ス １ ４ ４ に 対 し て 基 部 方 向 に 移 動 し た と き に プ ル ワ イ ヤ １ ４ ２ が 舌 部 １ ５
６ に 作 用 す る と き の 角 度 に よ っ て 、 鉗 子 爪 １ ４ ６ の 閉 鎖 力 が 増 加 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 １ ９ 及 び 図 ２ ０ が 示 す 実 施 形 態 で は 、 プ ル ワ イ ヤ ２ ４ ２ が ク レ ビ ス ２ ４ ４ の 同 一 の 孔
２ ６ ７ を 通 っ て 延 び 、 そ れ ぞ れ 舌 部 ２ ５ ６ の 接 続 部 ２ ５ ８ に お い て 鉗 子 爪 ２ ４ ６ の １ つ に
接 続 さ れ る 。 各 プ ル ワ イ ヤ ２ ４ ２ は 、 ク レ ビ ス ２ ４ ４ と 鉗 子 爪 ２ ４ ６ と の 間 で 各 プ ル ワ イ
ヤ ２ ４ ２ に 接 続 さ れ た カ ラ ー ２ ０ ０ を 有 す る 。 プ ル ワ イ ヤ ２ ４ ２ が ク レ ビ ス ２ ４ ４ に 対 し
て 基 部 方 向 に 移 動 し た と き に 、 カ ラ ー ２ ０ ０ の 面 取 り さ れ た 端 部 が 対 応 す る ク レ ビ ス ２ ４
４ の 面 取 り さ れ た 端 部 に 当 接 す る 。 こ の 当 接 に よ っ て カ ラ ー ２ ０ ０ の 中 心 軸 が ク レ ビ ス ２
４ ４ の 中 心 軸 と 同 心 に な り 、 そ れ に よ り 鉗 子 爪 １ ４ ６ の 閉 鎖 力 が 増 加 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 開 示 さ れ た 本 発 明 の 仕 様 及 び 実 施 か ら 、 他 の 実 施 形 態 が 当 業 者 に は 明 ら か で あ ろ う 。 仕
様 及 び 実 施 例 は 例 示 に 過 ぎ ず 、 故 に 本 発 明 の 範 囲 及 び 精 神 は 特 許 請 求 の 範 囲 に よ り 明 ら か
と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 医 療 用 器 具 の 実 施 形 態 側 面 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 内 視 鏡 医 療 用 器 具 の 実 施 形 態 の 末 端 部 の 斜 視 図 で あ っ て 、 外 被 及 び ク
レ ビ ス の 一 部 が 移 動 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 す 内 視 鏡 医 療 用 器 具 の 実 施 形 態 の 末 端 部 の 斜 視 図 で あ っ て 、 エ ン ド エ フ
ェ ク タ ア セ ン ブ リ の 異 な る 配 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す 器 具 の ア ク チ ュ エ ー タ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ に 示 す 器 具 の ア ク チ ュ エ ー タ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ に 示 す 器 具 の ア ク チ ュ エ ー タ の 基 部 の 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ に 示 す 器 具 の ク レ ビ ス の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の VIII－ VIII線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ７ の ク レ ビ ス の 末 端 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ の Ｘ － Ｘ 線 に 沿 う 、 器 具 の ク レ ビ ス 及 び ア ク チ ュ エ ー タ の 概 略 断 面 図 で あ
る 。
【 図 １ １ Ａ 】 図 １ に 示 す 器 具 の ク レ ビ ス 及 び ア ク チ ュ エ ー タ の 他 の 例 示 的 実 施 形 態 の 概 略
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断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ Ｂ 】 図 １ に 示 す 器 具 の ク レ ビ ス 及 び ア ク チ ュ エ ー タ の 他 の 例 示 的 実 施 形 態 の 概 略
断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ Ｃ 】 図 １ に 示 す 器 具 の ク レ ビ ス 及 び ア ク チ ュ エ ー タ の 他 の 例 示 的 実 施 形 態 の 概 略
断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ Ｄ 】 図 １ に 示 す 器 具 の ク レ ビ ス 及 び ア ク チ ュ エ ー タ の 他 の 例 示 的 実 施 形 態 の 概 略
断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ Ｅ 】 図 １ に 示 す 器 具 の ク レ ビ ス 及 び ア ク チ ュ エ ー タ の 他 の 例 示 的 実 施 形 態 の 概 略
断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ Ｆ 】 図 １ に 示 す 器 具 の ク レ ビ ス 及 び ア ク チ ュ エ ー タ の 他 の 例 示 的 実 施 形 態 の 概 略
断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ に 示 す 器 具 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ に 示 す エ ン ド エ フ ェ ク タ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ に 示 す 器 具 に て 使 用 す る 他 の 例 示 的 実 施 形 態 の 上 側 エ ン ド エ フ ェ ク タ の 側
面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ に 示 す 器 具 に て 使 用 す る 他 の 例 示 的 実 施 形 態 の 下 側 エ ン ド エ フ ェ ク タ の 側
面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ６ の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 医 療 用 器 具 の 末 端 部 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の さ ら な る 実 施 形 態 の 内 視 鏡 医 療 用 器 具 の 末 端 部 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 図 １ ９ の 内 視 鏡 医 療 用 器 具 の 末 端 部 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ Ａ 】

【 図 １ １ Ｂ 】
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【 図 １ １ Ｃ 】

【 図 １ １ Ｄ 】

【 図 １ １ Ｅ 】

【 図 １ １ Ｆ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(21) JP 2007-502654 A 2007.2.15



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(22) JP 2007-502654 A 2007.2.15



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(23) JP 2007-502654 A 2007.2.15



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(24) JP 2007-502654 A 2007.2.15



フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IT,LU,MC,NL,PL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,
CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CN,CO,CR,CU,CZ,
DE,DK,DM,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KP,KR,KZ,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LV,M
A,MD,MG,MK,MN,MW,MX,MZ,NA,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT,RO,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG
,US,UZ,VC,VN,YU,ZA,ZM,ZW

(72)発明者  ゴールデン，ジョン　ビー．
            アメリカ合衆国，マサチューセッツ　０２７６６，ノートン，ファーナス　ポンド　ウェイ　１
(72)発明者  ブー，リエム　ティー．
            アメリカ合衆国，マサチューセッツ　０２４９４，ニーダム，ウェイン　ロード　９７
Ｆターム(参考) 4C061 AA00  BB00  CC00  DD00  GG15 

(25) JP 2007-502654 A 2007.2.15



专利名称(译) 医疗内窥镜仪器及其使用方法

公开(公告)号 JP2007502654A 公开(公告)日 2007-02-15

申请号 JP2006523862 申请日 2004-08-17

[标]申请(专利权)人(译) 波士顿科学有限公司

申请(专利权)人(译) 波士顿科学Rimitido

[标]发明人 ゴールデンジョンビー
ブーリエムティー

发明人 ゴールデン,ジョン ビー.
ブー,リエム ティー.

IPC分类号 A61B10/02 A61B1/00 A61B10/00 A61B10/06 A61B17/28

CPC分类号 A61B10/06 A61B17/29 A61B2017/2902 A61B2017/2934 A61B2017/2937 A61B2017/2938 A61B2017
/2939

FI分类号 A61B10/00.103.B A61B1/00.334.D

F-TERM分类号 4C061/AA00 4C061/BB00 4C061/CC00 4C061/DD00 4C061/GG15

代理人(译) 青木 笃
岛田哲​​朗
广濑茂树

优先权 10/642152 2003-08-18 US

其他公开文献 JP4856542B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

医疗器械（20）包括具有远端（24）和基部（26）的管状构件（22），
附接到管状构件的基部的手柄（32），支撑在枢轴上的末端执行器和枢
轴并且包括组件（34）的端部组件。末端执行器组件包括一对末端执行
器（46）。医疗器械还包括与一对末端执行器中的每一个相对应的细长
构件（42）。每个细长构件包括延伸穿过管状构件并附接到手柄的基部
和附接到端部执行器组件的远端。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/561a5907-5c9d-494e-80ee-097c1481437d
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034193629/publication/JP2007502654A?q=JP2007502654A

